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　本研究では SURF(Speeded Up Robust 
Features) 特徴量 [7] と HOG(Histograms 
of Oriented Gradients) 特 徴 量 [8]，
Edgelet 特徴量 [9] を用いた．
（１）SURF 特徴量













領域× 4 次元 =64 次元のベクトルを得るこ
とができる．
（２）HOG 特徴量



































1 に示す．左側から amazon での商品画像
2点，デジタルカメラで撮影された画像2点，
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図 1 共通データベースの画像例 
 
 
